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―  若者たちの声のリレー  －  

 

 

  

  

18 歳 レコード屋の雇われ店長 

高校を出た 18歳の春から 30歳まで世間的に

は理解不能なフリーターとして働いた。業種は

サービス業。23歳まではレコード屋の雇われ店

長（バイトなのに…）当時世界の町の中で一番

多くのレコード屋がある町として知られた渋谷

宇田川町のヒップホップ専門店。取り扱い商品

はアメリカ産のヒップホップ、中でもカリフォ

ルニア州から生まれた west coast rap という

分野。ヒップホップというと今でこそポップシ

ーンにあたりまえのように取り入れられている

けども当時は作り手も聞き手も不良の音楽みた

いに思う人が多かった気がする。実際、黒人文

化から発達したところが強く社会や政治や差別

に対する反発や嘆き、それを言葉で表現する。

当時の僕にリンクしたのだと思う。 

24 歳 サッカーコーチ 

24 歳の時

サッカーのコ

ーチを本格的

に始めること

にした。それ

は僕が幼いこ

ろ在籍してた

チームで、実

は高校生ぐら

いから時々手

伝いをしてい

た。現状を話

すと監督の口

から「毎日くる？」と話をいただいた。 

チームは地域の小学 1-6年生を対象に強さよ

りもサッカーの魅力を伝えることに力を入れて

いた。それゆえによく負けていた。監督は感情

的な男で、よく叱っていた。だからこそ僕に与

えられた業務は褒める、励ますことだった。（今

思うと）いいプレーができた時に心から褒めて

失敗した時には「だいじょうぶ、次は成功する

よ！」と送りだす。本当にこれしかやってなか

った。 

ブラジル好きの監督さんたち 

コーチングの勉強をしていくことで褒めるこ

との大切さにあらためて気付かされた。ただ異

質なコーチングと当時の関係者から言われたこ

とはいうまでもない。どのチームも叱咤激励の

叱咤の部分しかなかったから。しかし、そんな、

怒ってばかりの監督さんたちも話せば夢を語り

出す。「ブラジル流のサッカーがしたい。ダンサ

ブルなドリブルをして刺すようなパスを出し

て」って。でも、ブラジル好きなんですねーな

んて尋ねると。口を揃えて「行った事はないん

だけどね」って。よくよく考えるとおかしいで

すよね？だって行ったことないのに見たことも

ないのに、感じてないのにそれを生身の選手に

伝えちゃうんだから。なんて生意気にも思った。 

26 歳 単身 ブラジルへ 

そして、俺行こう！行って本当のブラジルサ

ッカーってなんなのかこの目で確かめようと思

ったのです。そして 26歳の夏単身ブラジルへ。 

プロ・アマ問わず何チームかを渡り歩き、ビ

ザが切れるぎりぎりの三ヶ月間、サッカーの香

りがする場所にただただ足を運んだ。感想では

ないけど、夢のような世界だった。どの地区の

どの町にも愛するチームのユニフォームを身に

まとった老若男女がいる国、歩けば電車に乗れ

ばバーに入れば、ＴＶをつければそこら中にサ

ッカーがあった。日常にサッカーが確実に入っ

ているのです。逆にいえばサッカーでひとつを

向ける国ともとれる。僕はこの部分に何よりも

心惹かれました。 

31 歳、社会人歴 6 ヶ月  それでも僕には夢がある  
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地球防衛軍っていうのはどう？ 

帰ってからもコーチを続け、正社員になるこ

とを信じ続けましたが機会には恵まれず。帰国

後、よく交流をしていたアクセサリー屋の店主

Ｈさんに人生観を学びに行った。Ｈさんは僕に

転機を与えた人。高校を出て社会に出た僕はや

りたいことが見つからなかったのでやりたいよ

うにやっていた。けれど、深さみたいなものが

なくて、この人によく突っ込まれていた。よく、

誇りをもって生きてるか？って質問をされた。

正直、なかったかもしれない。そう思い、誇り

を持てるものを探した。見つからなかった。Ｈ

さんは言った。地球防衛軍っていうのはどう？

突発的過ぎて驚いた。というか何だ！地球防衛

軍って！ 

Ｈさんのポリシー 

ここで僕の 20 代のターニングポイントとな

ったＨさんについてだけど、出会いは渋谷のレ

コ屋時代、Ｈさんは隣でアクセサリー工房を営

んでいた。自作アクセサリーを販売する工房の

オーナーで、個にピントを合わせた作品が大多

数だった。レコ屋を経て再会後、僕もネックレ

スを 2点作ってもらった。指針や夢を込めて形

にして頂いて、いうまでもなく今も胸元で輝い

ている。メッセージ性が込められているから毎

日それを身に着けることで今の立ち位置を再確

認できる。僕はそれらを手に入れてからはあま

り物を買わなくなった。長い時間を懸けて身に

着けていこうと思えるものだけを買おうと思う

ようなった。そこには豊かさがあったから。 

大量生産・大量消費の時代に 

この原稿を書くにあたって地球防衛軍につい

てＨさんにもう一度聞いてみた。すると「実は

ウルトラマンなんだよね。ウルトラマンは宇宙

からの外敵から地球を守る。その思いをもった

登場人物を地球防衛軍と呼ぶ」と、現代の日本

がかかえる大量生産・大量消費の問題について

僕に伝えてくれた。物を大切にしない時代風潮

の中で、選択する基準を、使い続ける大切さを

Ｈさんは教えてくれた。説得力があった。言葉

がスルスルっと心に入ってきた。僕は水をえた

魚のようにワクワクした。 

ブランドや流行にとらわれず捨てられないも

のを買い、色あせてもなお身に着けていく。壊

れたら直し、聞こえは悪いけど経年劣化すらも

楽しんでいく。Ｈさんという人柄とその作品の

持つパワーに教えられた。その楽しみを体験し、

今度は伝えたくなった。 

量より質の文化を構築したい 

Ｈさんの話から 4年経った今、僕は本当に地

球防衛軍となった。ウルトラマンではない。地

球防衛軍＝産業廃棄物処理だ。なぜ？最高の奉

仕だと思ったから。前に書いた。やりたいこと

が見つからなかったのでやりたいようにやって

きた。その結果やらなきゃいけないことがわか

ってきた。子供達と共に過ごし、いい未来を作

りたいと。 

僕はサッカー

があったから今

があると思える。

だからサッカー

を続けられる未

来を描きたい。

コーチとしてプ

ロにはなれなか

ったけど、育て

てもらったのは

確か。ブラジル

での経験も大きい。だからこそ地球環境視点か

ら貢献をしたい。もうひとつはＨさんから学ん

だ、量より質の文化を構築したい。身の丈にあ

った物を身に着ける豊かさを発信していきたい。

不要となり捨てられていく産業廃棄物、その処

理の最前線に立ち、発想を変え、その捨て方で

はなく活かし方を思考し形にしていきたい。 

2013 年 9 月、社会人として現在の前橋の会

社へ入社。ここでは廃棄物の 95 パーセントを

リサイクル、リユースし、物の価値を最大限に

活かしている。東京からこの土地にきてまだ半

年。やりたいことがない人生から、やらなきゃ

いけないことが見つかった。原点を忘れずに発

信を続けていく。 


